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【審査申請課題】

目標線量指標を用いた小児胸部撮影条件の最適化

2 25 申

【審査課題の概要】

通常、デジタル撮影システムでは、線量不足の場合はノイズが目立ち再撮影となるが、過線量
の場合、デジタノレ値がオーバーフローしない限り再撮影は行われない。したがって、デジタル
撮影システムでは過線量で撮影が行われる傾向がある。これは、小児撮影においても同様で
あり、小児の被ばく線量低減には撮影条件の最適化が重要である。
近年、デジタル撮影システムにおける撮影条件の標準化を図る目的として、国際電気標準会
議促C (1nternational Electrotechnical commission) 1こおし、てEI(Exposure lndex)力§提唱され
た。最適なE1値は撮影部位や検査目的、施設等によって異なるため、撮影部位毎に自施設の
目標線量指標Elt(targetEゆ郎山e l"d餓)を設定する必要がある。また、Eltと撮影した画像の
E1値との偏差の指標としてDI(Devi飢ionind飢)がある。 D1を用いることで、最適撮影条件に対
する線量の多寡を容易に把握することができ撮影線量の最適化が可能である。
しかし、当院では小児胸部撮影においてEltが設定されていないため、D1による撮影線量の管
理が行えておらず、撮影条件が最適化されているとは言い難い。そこで、小児胸部撮影にお
いて、目標線量指標Eltを設定とⅨによる撮影線量の管理が、撮影条件の最適化に有用であ
るかの検討を行う。
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